
新たな取組と検診方法の課題等について

令和4年１０月
熊本市健康づくり推進課

資料２



１ 乳がん検診視触診廃止について
（１） がん検診指針の改正
種類 各項目 改正前 改正後

胃が
ん検
診

検査項目 問診、胃部エックス
線検査

問診、胃部エックス線
検査or胃内視鏡検査

対象年齢 40歳以上 50歳以上
※胃部エックス線検査は、当分の間、４０歳 以上も可

受診間隔 逐年 隔年
※胃部エックス線検査は当分の間、年１回実施も可。

問診、視診、触診
及び乳房エックス線
検査（マンモグラ
フィ）

問診及び乳房エックス線検査
（マンモグラフィ）
※視診及び触診は推奨しない

※仮に実施する場合は、「乳房X線検査＋ 視診及び

触診」

40歳以上 40歳以上

隔年 隔年

平成28年2月4日

１ 検査方法について
指針で示されている問診・乳房エックス線検査に加え、セルフチェック指導
をセットで実施

２ 変更時期について
・令和3年度開始
※熊本県がん検診従事者（機関）認定協議会の認定登録更新時期に合わせた場合

３ 変更点
セルフチェックの啓発を充実させるため、
視触診をセルフチェック指導に置き換える。
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H30年度取組開始



２ 胃がんリスク検査の実施状況について
（１） ピロリ菌と胃がんとの関係
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日 12

① 個別検診化による期待
👉H２２年度に行った大腸がん個別検診化では受診率
が１．５倍となり、肺がん検診でも同様の効果が期待

② 指定都市の受診率比較
👉個別検診実施都市と実施していない都市の受診率を
比較では実施都市が１.７倍高い

③ かかりつけ医による受診勧奨の期待等
👉かかりつけ医の行う受診勧奨は、厚労省や⽶国疾病予
防管理センター（ＣＤＣ）でもエビデンスを認めている。
また、検診機関の約8割がＸ線装置を保有しており、
検診参加のハードルも低い。
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